
 

   

１２月１8日（日）第 4回わくわく！ふれあいワールド「親子でピニャータを作って遊ぼう！」を開催しました。           

ピニャータとはメキシコや中南米の国で子どものお祝いやクリスマスによくでてくる伝統的な紙のくす玉のこと

です。 風船に新聞紙を貼ったピニャータの土台に折り紙を貼ったり、薄紙でお花を作って飾りつけたりしまし

た。ベチャベチャの米粉糊を折り紙に刷毛で塗る作業もピニャータができ上がるころには上手になり、親子で協

力して思い思いのピニャータができあがりました。作ったピニャータはクリスマスやお正月にお家で楽しんでもら

うように持って帰ってもらいました。                                                        

そしてイベントの一番の盛り上がりのピニャータ割り、スペイン語で ♪ ダレ ダレ ダレ ノ プエルデス エル 

ティノ ～♪ と歌い、たたく人をみんなで応援します。 小さいお子さんから順にピニャータをたたき、最後に元

気よくたたいて割りました。いつもはピニャータの中にお菓子を詰めて、割れて出てきたお菓子をみんなで拾い

ます。今回はコロナのため、ピニャータに入っていた番号を拾い、お菓子のプレゼントと交換しました。                  

きっと、クリスマスには、ピニャータにいっぱいのお菓子を詰めて、ピニャータ割りを家族で楽しんで                 

くれたことと思います。 

どのピニャータも個性的で     

ステキにできあがりました。    

ピニャータ割り       

棒でたたいて割ります    

何が出てくるかな～？ 

中に何を入れようかな～ 


